


























































東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2024年 2月 5日 

資料番号  ：KK6添-1-052-4（比較表）改 1 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-8-1-別添 3 格納容器圧力逃がし装置の設計） 
 

28 
青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7号機との差異 

赤字：柏崎刈羽原子力発電所第 6号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

 

本資料のうち枠囲みの内容は，機密事項に属しますので公開できません。 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.3 配置 

フィルタ装置及びよう素フィルタは，原子炉建屋外

の地上に設置する頑健なフィルタベント遮蔽壁内に設

置する。フィルタベント遮蔽壁は，鉄筋コンクリート

製であり，フィルタ装置及びよう素フィルタに保持さ

れた放射性物質からの遮蔽を考慮した設計とする。ま

た，最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設計基準

事故対処設備である残留熱除去系，当該系統の除熱を

行う原子炉補機冷却水系及び原子炉補機冷却海水系並

びに重大事故等対処設備である代替原子炉補機冷却系

に対して位置的分散を図っている。 

 

 

 

 

 

 

フィルタ装置及びよう素フィルタの配置を図2.3.3

－1，図2.3.3－2に示す。 

 

格納容器圧力逃がし装置の配管については，ベント

実施時に発生する蒸気凝縮で発生するドレン水による

閉塞やこれに起因する水素ガス及び酸素ガスの滞留を

防止するため配置に留意した設計とする。具体的には

配管ルートにUシール部ができないよう配置すること

を基本とし，Uシール部ができる箇所についてはドレ

ンタンクを設ける設計とする。 

格納容器圧力逃がし装置は，サプレッションチェン

バ及びドライウェルと接続し，いずれからも排気でき

る設計とするため，サプレッションチェンバ側からの

排気では，重大事故等時の最大水位（T.M.S.L.8200 

mm）よりも高い位置（T.M.S.L.9200mm）に接続箇所を

設け，ドライウェル側からの排気では，燃料有効長頂

部（T.M.S.L.13999.5mm）よりも高い位置（T.M.S.L. 

19000mm）に接続箇所を設ける。 

格納容器圧力逃がし装置の配管ルート図を図2.3.3

－3 に示す。 

2.3.3 配置 

フィルタ装置及びよう素フィルタは，原子炉建屋外

の地上に設置する頑健なフィルタベント遮蔽壁内に設

置する。フィルタベント遮蔽壁は，鉄筋コンクリート

製であり，フィルタ装置及びよう素フィルタに保持さ

れた放射性物質からの遮蔽を考慮した設計とする。ま

た，最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設計基準

事故対処設備である残留熱除去系，当該系統の除熱を

行う原子炉補機冷却水系及び原子炉補機冷却海水系並

びに重大事故等対処設備である代替原子炉補機冷却系

に対して位置的分散を図っている。 

 

 

 

 

 

 

フィルタ装置及びよう素フィルタの配置を図2－11，

図2－12に示す。 

 

格納容器圧力逃がし装置の配管については，ベント

実施時に発生する蒸気凝縮で発生するドレン水による

閉塞やこれに起因する水素ガス及び酸素ガスの滞留を

防止するため配置に留意した設計とする。具体的には

配管ルートにUシール部ができないよう配置することを

基本とし，Uシール部ができる箇所についてはドレンタ

ンクを設ける設計とする。 

格納容器圧力逃がし装置は，サプレッションチェン

バ及びドライウェルと接続し，いずれからも排気でき

る設計とするため，サプレッションチェンバ側からの

排気では，重大事故等時の最大水位（T.M.S.L.8000 

mm）よりも高い位置（T.M.S.L.9000mm）に接続箇所を

設け，ドライウェル側からの排気では，燃料有効長頂

部（T.M.S.L.13999.5mm）よりも高い位置（T.M.S.L. 

19000mm）に接続箇所を設ける。 

格納容器圧力逃がし装置の配管ルート図を図2－13 

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（図表番号の相違） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備構成の差異 

（重大事故等時の最大水位をベントライン下端から－

1m としている。） 

 

 

・記載の適正化 

（図表番号の相違） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 












































































































































